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序論　ブーバー研究の現状と方法論  

　 2 1 世 紀 の ブーバ ー 研 究 は 、 ブーバ ー 学 会 誕 生 と 新 版 ブーバ ー 著 作

集 M B W の 刊 行 開 始 に よ り 、 1 9 6 0 年 代 に 確 立 し た 視 点 の 脱 構 築 と

再 構 築 を 、 ま ず 主 眼 に な さ れ ね ば な ら な い 。 第 一 に 限 ら れ た 情 報

か ら 導 き 出 さ れ た 対 話 の 哲 学 者 と い う 安 易 な ブーバ ー 像 の 再 検 討 、

第 二 に 作 為 的 に 消 さ れ た 箇 所 が あ る 旧 版 著 作 集 W e r k e の 見 直 し 、

そ して 第 三 に 絞 ら れ た テ ー マ の 中 か ら 新 た な ブーバ ー 像 を 発 見 す る

こ と で あ る 。 こ れ ら の 視 点 を 現 在 の 研 究 者 が 達 成 す る た め に は 、

現 在 は ト ー タ ル な ブーバ ー 像 探 求 で は な く 、 2 3 巻 の 新 版 著 作 集 の

読 解 と 評 価 を 通 し た 特 定 の 分 野 に お け る 新 た な ブーバ ー 像 の 発 見 で

ある。  

　 先 行 研 究 を ふ ま え た 上 で、 今 後 解 明 を 要 す る 点 を 列 挙 す る と 次

の 三 点 が 挙 げ ら れ る 。 一 ） 聖 書 翻 訳 と 対 話 的 原 理 の 影 響 関 係 は ど

ち ら か ら ど ち ら へ の も の か 。 ま た な ぜ 両 者 が 関 連 し 合 う の か 。

二 ） ブーバ ー 聖 書 解 釈 の 方 法 論 は 何 か 。 旧 約 学 で ブーバ ー は ど う 評

価 さ れて き た の か 。 特 に 彼 が 聖 書 の 根 源 的 な も の を 求 め る と 同 時

に 、 聖 書 の 最 終 形 態 に 見 ら れ る 構 造 を 分 析 す る 姿 勢 は 矛 盾 して い る

よ う に 見 える が 、 ど う 整 合 性 が つ く の か 。 三 ） 果 た して ブーバ ー が

意 図 し た 翻 訳 の 目 的 とそ の 方 法 論 が 、 具 体 的 な 翻 訳 の 事 例 の な かで

実 現 さ れて い る の か 。 ブー バ ー は ヘブ ラ イ 語 聖 書 を 全 て 訳 し た た

め 、 各 項 目 の 訳 語 を 検 討 し 、 翻 訳 理 論 が 反 映 さ れて い る か 否 か を 検

討 す る 作 業 。 ブーバ ー が 深 く 聖 書 を 研 究 し 、 そ れ を 翻 訳 し た こ と は

事 実 で あ る 。 た だ し 彼 が そ れ を 通 して 何 を 導 き 出 し た の か 、 そ の 意



図 は 不 明 瞭 な ま ま で あ る 。 そ の 次 に 、 聖 書 翻 訳 の 目 的 、 特 徴 、 手

法 は 、 す で に 研 究 者 に よって 丁 寧 に 整 理 さ れて お り 、 そ れ ら は 聖 書

の 音 声 や 口 頭 性 を 翻 訳 の な か で 表 現 す る こ と で あ る が 、 聖 書 翻 訳

の 具 体 的 事 例 か ら 、 ブーバ ー 思 想 が 導 け る か 否 か の 作 業 が 必 要 と さ

れ よ う 。 し た が って 具 体 的 聖 書 翻 訳 と 解 釈 か ら 、 我 − 汝 思 想 が 導 き

出せるかを解明せねばならない。  

　 本 研 究 の 独 自 性 は 二 点 あ る 。 第 一 に 、 聖 書 翻 訳 と い う 主 題 に 対 し

て 、 預 言 者 解 釈 の 視 点 を 採 る 点 で あ る 。 そ こ で は 聖 書 翻 訳 の 必 要

性 を 、 偽 り の 預 言 と い う 問 題 を 回 避 す る た め に 、 万 人 預 言 者 論 と

い う 発 想 が ブー バ ー に あ っ た 、 と 筆 者 に よ って 提 案 さ れ る 。 第 二

に 、 ブーバ ー に よ る 聖 書 翻 訳 の み な らず 聖 書 解 釈 の 手 法 が 、 ラ イ ト

ヴォル ト 様 式 ／ 変 化 形 成 的 対 話 法 ／ Ｒ 的 ・ 傾 向 史 的 分 析 と い う 文 学

／ 対 話 ／ 歴 史 の 三 次 元 的 方 向 性 に よって 構 成 さ れ る こ とを 示 し 、 そ

れ を も と に ブーバ ー 研 究 史 の な かで 取 り 上 げら れて い な か っ た 具 体

的 聖 書 箇 所 の 分 析 を 試 み る 。 第 二 編 第 四 章 「 ブーバ ー 方 法 論 の 聖 書

学 的 位 置 づ け 」 の 結 び で は 、 ブーバ ー の 対 話 的 方 法 論 が 聖 書 学 で 大

き く 二 分 さ れ た 潮 流 で あ る 通 時 性 と 共 時 性 を 総 合 す る 可 能 性 が あ

ることを提案する。  

　 本 稿 は 、 第 二 編 の 聖 書 翻 訳 論 を 本 論 と し 、 そ れ に い た る ま で の

予 備 的 考 察 と して 第 一 編 の 我 − 汝 思 想 が 叙 述 さ れ る 構 成 で あ る 。 第

一 編 で は 、 ブーバ ー 我 − 汝 思 想 の 成 立 に は 、 聖 書 的 生 が 要 請 さ れ る

こ とを 解 明 す る た め に 「 我 − 汝 か ら 聖 書 へ 」 と い う タイ トル が 付 け

ら れて い る 。 そ の 理 由 は 、 ブーバ ー が 対 話 的 原 理 の も と で 基 礎 的 存

在 論 （ 現 存 在 の 存 在 論 的 分 析 ） を 試 み て い た の で は な く 、 む し ろ

哲 学 的 営 み そ の も の を 打 破 す る 汝 と の 出 会 い を 語 り た か っ た か ら

で あ る 。 第 二 編 で は 、 ブーバ ー の 聖 書 翻 訳 理 論 を 明 確 化 し 、 彼 が 我



− 汝 思 想 の 視 座 か ら 聖 書 を 解 釈 し 、 同 時 に 聖 書 を 典 拠 に して 自 身 の

我 − 汝 思 想 を 考 究 して い た 点 を 示 す。 そ こ で は 聖 書 翻 訳 手 法 の み な

らず、 ブーバ ー 聖 書 解 釈 の 方 法 とそ の 評 価 を 検 討 す る 。 そ して 聖 書

翻 訳 の 最 終 目 標 が 、 我 − 汝 の 関 係 性 構 築 で あ っ た こ と が 解 明 さ れ

る。  

第一編　我－汝から聖書へ  

　 本 編 で は 、 ブー バ ー 研 究 者 ラ イ ナ ー の 解 釈 「 ブー バ ー に と って

〔 中 略 〕 基 礎 的 存 在 論 的 な 考 察 と 『 あ ら ゆ る 存 在 者 と 共 に 在 る そ

れ ぞ れ の 人 間 の 生 活 に お け る 根 元 的 態 度 』 が 重 要 な の で あ る 」 が

提 題 と して 挙 げら れ 、 果 た して ブーバ ー は 存 在 論 を 目 指 して い た の

か 、 と い う 主 導 的 問 い が 筆 者 に よって 立 てら れ る 。 第 一 章 三 節 の 中

で ブーバ ー は 狭 義 の 哲 学 理 解 か ら 、 そ れ を 客 体 化 ・ 対 象 化 ま た 抽 象

化 と 問 題 視 し た が 、 つ ま る と こ ろ ブーバ ー の 意 図 は 、 著 作 『 我 と

汝 』 の み な ら ず 第 一 編 第 二 章 二 節 で 論 じ ら れ る よ う に 『 神 の 蝕 』

の 根 本 的 原 因 で も あ る 我 － そ れ の 問 題 性 を 指 摘 す る こ と で あ っ

た 。 ブーバ ー 我 － 汝 思 想 は 、 狭 義 の 哲 学 で あ る 形 而 上 学 や 存 在 論 に

よって 代 表 さ れ る 我 － そ れ 的 思 考 法 を 脱 す る た め に 「 決 して そ れ に

転 ず る こ と の な い 永 遠 の 汝 」 で あ る 神 と の 体 験 な く して、 存 立 し 得

な い 。 そ れ ゆ え 第 一 章 か ら 第 二 章 に か け て 、 ブー バ ー の 思 索 は 、

我 － 汝 と 我 － そ れ と い う 二 種 類 の 関 わ り 方 に よ る 基 礎 的 存 在 論 の

展 開 で は な く 、 む し ろ 我 － そ れ を 打 破 す る よ う な 我 － 汝 関 係 の 始

原 性 に 重 点 を 置 いて い た こ と が 示 さ れ る 。 す な わち ブーバ ー は 人 間

存 在 を 分 析 す る 哲 学 的 人 間 学 を 通 して、 よ り 根 源 的 な 我 と 汝 の 始 原

的 結 び つ き を 描 写 す る こ と が 目 的 で あ り 、 我 － 汝 と 我 － そ れ に よ

る 二 つ の 関 係 性 は そ の 現 実 を 示 す た め の 説 明 方 法 で あ っ た 。 そ の



事 態 を、 研 究 者 バ ロ ー は 「 ブーバ ー 哲 学 の 主 発 点 と して い る 基 礎 経

験 は 、 哲 学 の 外 で の 経 験 で あ る 、 つ ま り 宗 教 的 経 験 で あ る 」 と 言

及 し 、 ブーバ ー の 思 索 が 哲 学 外 の 宗 教 的 経 験 を 基 と して 成 立 す る こ

と を 主 張 す る 。 こ の よ う に 我 － 汝 思 想 が 存 立 し 、 神 の 蝕 が 克 服 さ

れ る た め に は （ 第 二 章 三 節 ） 宗 教 性 が 要 求 さ れ る （ 第 三 章 二

節 ） 。 こ の 事 態 を、 先 行 研 究 で は ハ シ ディ ズ ム を 通 して 論 じ ら れ る

こ と も あ る が 、 筆 者 は こ の バ ロ ー の 言 説 を 支 持 す る か た ちで、 第 一

編 の 我 － 汝 の 基 礎 論 か ら 第 二 編 の 聖 書 翻 訳 論 を 主 題 と して 選 択 し た

わ け で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 汝 と しての 聖 書 を 読 解 す る こ と が 、 神 に

よ る 語 り か け の 先 行 性 を 裏 づ け、 そ れ を 享 受 す る 宗 教 的 体 験 の 中

で、読者の我－汝的態度が獲得されるためである。  

　 ブーバ ー は 哲 学 者 と い う よ り 哲 学 的 人 間 学 者 、 も しく は 宗 教 的 倫

理 思 想 家 で あ る （ 第 三 章 四 節 ） 。 人 間 存 在 一 般 を、 我 － 汝 / 我 － そ

れ と い う 様 態 と して 基 礎 づ け る 哲 学 的 試 み は 、 ブーバ ー の 意 図 で は

な い 。 こ の 点 こそ、 モ ル デ カ イ ・ カ プ ラ ン が 「 ブーバ ー は 哲 学 大 系

の 構 築 を 目 指 して い た わ け で は な い 」 と 、 評 価 し た 理 由 で あ る （ 第

三 章 二 節 ） 。 ブーバ ー に は そ の 思 索 の 出 発 的 に 、 神 と 対 面 す る 実 存

を 基 礎 に し た 宗 教 経 験 が 明 白 に あ り 、 そ れ を 表 現 す る た め に 使 わ

れ た 彼 独 自 の 概 念 が 、 我 － 汝 関 係 や 出 会 いで あ っ た 。 だ か ら こそ、

ブーバ ー の 思 想 を 追 従 して い く と 、 い つ の 間 に か そ れ は ハ シ ディ ズ

ム や ヘブ ラ イ 語 聖 書 に お け る 神 一 人 関 係 と い う 宗 教 性 へ と 行 き 着 か

ざ る を 得 な い の で あ る 。 そ れ は ブーバ ー 自 身 が 、 こ れ ら の 中 に 我 －

汝 関 係 の 原 型 が あ る こ と を 示 唆 し た か っ た か ら だ と 筆 者 は 考 え

る 。 た だ し そ の 宗 教 性 と は 語 り か け の 受 容 や 言 葉 と の 出 会 いで あ っ

て 、 決 して そ れ に 転 ず る こ と の な い 汝 と の 関 わ り が 意 図 さ れて い

る 。 し た が って 宗 教 性 と は 実 定 的 宗 教 の 中 に で は な く 、 ハ シ ディ ズ



ム の 倫 理 や 聖 書 の 言 葉 を 聞 く 中 で 求 め ら れ る 「 関 わ り に 対 す る 日

常 的 な 専 心 」 で あ る 。 ブーバ ー 研 究 が 、 普 遍 性 を 目 指 す 哲 学 で は な

く 、 宗 教 性 と 切 り 離 す こ と が で き な い 人 間 の 具 体 的 状 況 を 方 法 論

の 出 発 点 と すべ き 根 拠 が こ こ に あ る 。 し た が って 第 一 編 の 最 後 で

ティ リ ッ ヒ が ブーバ ー 思 想 を 「 具 体 的 普 遍 性 」 と 評 価 し た こ と は 的

確である。  

第二編　聖書から我－汝へ  

　 第 一 章 か ら 第 四 章 に か け て、 ブーバ ー / ロ ー ゼ ン ツ ヴ ァイク に よ

る 翻 訳 聖 書 の 誕 生 か ら 完 成 ま で の 生 成 過 程 、 翻 訳 聖 書 の 独 自 性 、

彼 ら の 聖 書 翻 訳 の 方 法 論 が 言 及 さ れ た 。 ブーバ ー の 聖 書 翻 訳 の 方 法

論 に は 、 彼 独 自 の ラ イ ト ヴォル ト 様 式 と い う 文 学 的 批 評 法 、 R 的 ・

傾 向 史 的 分 析 と い う 歴 史 的 批 評 法 、 行 為 遂 行 的 ・ 変 化 形 成 的 な 対

話 法 が あ り 、 こ れ ら は 聖 書 解 釈 に お け る 共 時 性 / 通 時 性 / 外 部 性 な い

し は 文 学 ／ 歴 史 ／ 対 話 の 三 次 元 的 方 向 性 に よって 構 成 さ れ る 三 次 元

構 造 に な って い る 。 そ こ で は テ ク ス ト の 最 終 形 態 を 大 切 に し な が

ら 、 歴 史 的 解 釈 の 変 遷 を 経 な が ら も な お 維 持 さ れて き た 統 一 性 に 敬

意 を 払 う も の で あ る 。 第 四 章 「 ブーバ ー 方 法 論 の 聖 書 学 的 位 置 づ

け 」 の 結 び で は 、 ブーバ ー の 対 話 的 方 法 論 が 聖 書 学 で 大 き く 二 分 さ

れた潮流である通時性と共時性を総合する可能性が提案される。  

　 次 に 、 翻 訳 箇 所 を 分 析 す る こ と に よって、 ブーバ ー の 方 法 論 が 実

際 に 適 応 さ れて い る か が 検 討 さ れ た 。 例 え ば 、 第 六 章 の ヤ コ ブ 物 語

や 第 七 章 の ア ブ ラ ハ ム 物 語 に お け る 共 時 的 な 構 造 分 析 や 形 式 的 な

用 語 使 用 を 通 して、 ラ イ ト ヴォル ト 様 式 の 追 跡 法 が 見 い だ さ れ る 。

た だ し こ れ ら 物 語 の み な らず、 第 八 章 の イザ ヤ と 第 ニ イザ ヤ と い う

時 間 的 隔 た り を 内 包 す る 書 の 中 で も 、 ラ イ ト ヴォル ト を 追 跡 す る 手



法 に よって、 そ こ に は 一 貫 し た 思 想 が あ る こ と が 判 明 す る 。 こ のよ

う な 通 時 性 の 中 で、 あ る 種 の 統 一 化 さ れ た 傾 向 が あ る こ と に 敬 意

を 払 う の が 、 ブーバ ー の R 的 方 法 で あ る 。 特 に 『 神 の 王 権 』 『 預 言

者 の 信 仰 』 『 モ ー セ 』 な どの イ ス ラ エ ル 信 仰 史 が 主 題 に な って い る

著 作 で は 、 R 的 ・ 傾 向 史 的 分 析 方 法 がよ り 中 心 的 に 取 り 扱 わ れ る 。

ち な み に 本 稿 で は 後 者 の 方 法 を 採 る 事 例 が ラ イ ト ヴォル ト 様 式 に 比

べ て 副 次 的 で あ る が 、 そ の 理 由 は 本 研 究 で は 聖 書 解 釈 よ り も 聖 書

翻 訳 に 焦 点 が 当 てら れて い る か らで あ る 。 翻 訳 と い う 作 業 は 、 伝 承

の 生 成 過 程 と い う テ ク ス ト 背 後 の 歴 史 性 よ り も テ ク ス ト 内 部 の 文

学 的 関 連 性 がよ り 重 視 さ れ る も の で あ る 。 そ の 中 で ブーバ ー は 、 彼

な り の 歴 史 性 を 表 現 し た 。 そ れ が 先 人 達 の 様 々 な 解 釈 を 経 な が ら

も 変 わ ら ぬ 統 一 的 傾 向 が あ り 、 そ れ を 大 切 に す る 視 座 と して の R

（ラッベーヌー：私たちの師）的方法や傾向史的分析法である。  

　 更 に 、 具 体 的 な 聖 書 箇 所 を 採 り 上 げ、 そ こ で 訳 語 の 工 夫 が 検 討 さ

れ た 。 第 五 章 で、 こ れ ま で ブーバ ー の 神 名 ヤハ ウェ と エ ヒ イェ の 翻

訳 に 関 す る 研 究 は す で に な さ れて い た が 、 い ま だ 不 明 瞭 で あ っ た

我 － 汝 と の 関 連 性 が 明 確 に な る 。 ま た 第 六 章 ヤ コ ブ 物 語 と 第 七 章

ア ブ ラハ ム 物 語 の 解 釈 は 、 前 者 は ブーバ ー 自 身 の 叙 述 が 少 な く 、 後

者 は 多 い の で あ る が 、 研 究 史 の 中 で は 中 心 的 に 扱 わ れて こ な か っ た

箇 所 で あ り 、 ラ イ ト ヴォル ト 様 式 と 我 － 汝 の 対 話 的 原 理 が 密 接 に 関

連 して い る こ と が 判 明 し た 。 こ れ ら は ブーバ ー 自 身 が 、 自 ら の 翻 訳

聖 書 朗 読 テ ープ 作 成 の た め に 選 ん だ 題 材 で も あ り 、 本 人 が 主 導 的

に 解 釈 し た も の で あ る 。 す な わち ブーバ ー 本 人 に よ る 聖 書 箇 所 の 選

好 に こそ、 ヘブ ラ イ 語 聖 書 を 我 － 汝 的 に 読 解 す る 姿 勢 が 反 映 さ れて

い る 。 具 体 的 に は 、 神 名 解 釈 を 通 して 神 の 本 性 が 対 話 的 で あ る こ と

と 、 ヤ コ ブ 解 釈 を 通 して ヘブ ラ イ 的 人 間 理 解 の 本 質 が 対 面 性 に あ る



こ と 、 そ して ア ブ ラハ ム の アケダー 物 語 を 通 して 預 言 者 と 神 と の 関

係が見て /見られる対話的相互性にあることが論じられた。  

　 ブーバ ー の 聖 書 翻 訳 と 我 － 汝 の 対 話 的 原 理 と の 関 連 性 は 、 第 九 章

「 預 言 者 の 問 題 と 翻 訳 の 意 義 」 を 通 して 解 明 さ れ た 。 そ れ は 「 偽 り

の 預 言 」 と い う 聖 書 物 語 と 同 様 、 私 た ち の 日 常 に も 流 布 す る と い

う 課 題 を 克 服 す る た め に 、 ブーバ ー は 「 万 人 預 言 者 」 と い う 考 えを

持 って い た と い う 視 点 で あ る 。 ブーバ ー 聖 書 翻 訳 の 意 図 は 、 読 者 が

聖 書 を 媒 介 と して、 神 的 な 声 と い う 「 語 ら れ る 言 葉 」 と 預 言 者 的 に

出 会 う こ と で あ る 。 た だ し 読 者 が 言 葉 に 対 して 我 － 汝 の 関 わ り を

も って 向 き 合 わ な い 限 り 、 両 者 が 出 会 う こ と は な い 。 翻 訳 と は こ の

よ う に 言 葉 と 読 者 の 出 会 い を 目 的 と し た 作 業 で あ る 。 こ の 目 的 の

た め 、 ブーバ ー は ヘブ ラ イ 語 原 語 の 持 つ 音 韻 構 造 や リズ ミ カ ル な 配

置 と い う 文 体 や 様 式 を 崩 すこ と な く 、 ドイ ツ 語 訳 を 試 み た の で あ っ

た 。 翻 訳 と は 両 者 が 出 会 う た め の 道 を つ く る こ と で あ る 。 し た

が って そ こ か ら 先 は 、 万 人 が “ い わ ば " 預 言 者 と な って 直 接 言 葉 を

聴 く と い う 私 た ち の 関 わ り 方 が 重 要 に な る 。 そ れ を 筆 者 は 、 第 二

編 第 七 ・ 八 ・ 九 章 と 結 論 で、 ブーバ ー の 預 言 者 理 解 か ら 論 じ た 。 す

で に イザ ヤ の 中 で 示 さ れて い た 「 神 の 栄 光 は 、 全 地 に 満 ち る 」 と い

う 預 言 は 、 第 ニ イ ザ ヤ の 時 代 に な り 、 預 言 者 に 限 ら ず 万 人 が 神 の

語 り か け を 受 け 入 れ る こ と が 可 能 と な っ た 。 そ れ は 民 数 記 の 中

で、 か つ て モ ー セ が 望 んで い た 万 人 預 言 者 論 が 具 体 化 し た こ と で あ

る 。 そ も そ も 預 言 者 の 本 質 と は 、 自 ら の 告 知 す る 言 葉 が 民 に 受 け

入 れ ら れず、 挫 折 す る こ と が 第 八 章 五 節 で 論 じ ら れ る 。 と い う の も

彼 ら は 偽 り の 預 言 を 告 知 す る 恐 れ が あ り 、 預 言 の 成 就 に は 危 険 性

が と も な う か ら で あ る 。 た だ し 挫 折 し た 預 言 者 た ち の 告 知 は 、 未

来への希望としてその後も存続する。  



　 第 九 章 で は 聖 書 の 理 解 と 誤 解 を 区 別 す る 客 観 的 基 準 は 存 在 し な

い こ と が 論 じ ら れ た 。 そ も そ も 聖 書 言 語 は 不 変 的 な も の で は な

く 、 読 み 手 の 受 け と り 方 に よって 意 味 が 変 遷 す る も の で あ る 。 そ れ

ゆ え 、 聖 書 の メ ッ セ ー ジ を、 そ の ま ま そ れ と して 受 け 取 って は な ら

な い 。 な ぜ な ら 聖 書 の 中 で 語 ら れ る 言 葉 は 、 た だ 汝 と して 読 み 手 と

の 関 係 の 中 で の み 、 伝 達 さ れ る も の だ か ら で あ る 。 聖 書 翻 訳 者

は 、 読 み 手 に 対 して、 あ く ま で 語 ら れ る 言 葉 へ の 窓 口 を 提 供 す る こ

と に と ど ま る 。 読 み 手 が 直 接 的 に 神 の 言 葉 を 受 け 入 れ る 万 人 預 言

者 主 義 を 、 ル タ ー の 言 葉 で 表 現 す る な ら ば 万 人 祭 司 主 義 で あ る 。

た だ し 私 た ち 読 者 が 預 言 者 に な る こ と は な ど 不 可 能 で あ る 。 と い

う の も マ ラ キ を 最 後 に 、 預 言 者 は 現 代 に は もう 存 在 して い な い か ら

で あ る 。 そ れ ゆ え 語 ら れ る 言 葉 と 出 会 う た め に 私 た ち に 必 要 と さ

れるもの、それがまさに各言語へと翻訳された聖書なのである。  

　 こ のよ う に 第 二 編 を 通 して、 ブーバ ー が 聖 書 の 中 か ら 捉 え よ う と

試 み た 根 源 的 な る も の が 、 我 － 汝 の 関 係 性 も し く は 対 話 的 原 理 で

あ る こ と が 判 明 す る 。 し た が って ブーバ ー の 我 － 汝 思 想 と は 聖 書 の

宗 教 性 理 解 を 通 して 明 ら か に な る （ 第 一 編 ） と 同 時 に 、 ブーバ ー 自

身 が 聖 書 解 釈 を 通 して そ の 中 に あ る 我 － 汝 性 を 表 明 して い る （ 第 二

編 ） こ と が 明 ら か に さ れ る 。 こ の よ う に 彼 の 思 想 は 「 我 － 汝 」 と

「聖書的宗教性」との循環関係の中にある。


